
本委員会ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。

質疑の正確かつ詳細な内容については会議録を御参照ください。

1

衆議院文部科学委員会ニュース

平成 20.3.18 第 169 回国会第２号

3月 18日、第２回の委員会が開かれました。

１ 文部科学行政の基本施策に関する件

・渡海文部科学大臣、河井法務副大臣、池坊文部科学副大臣及び政府参考人に対し質疑を行いました。

（質疑者及び主な質疑内容）

塩 谷 立君（自民）

・教育振興基本計画の重要性や、10 年後の教育のあるべき

姿について、大臣はどのように認識しているのか。

・道徳の指導内容にある程度の強制力を持たせるべきと考

えているが、大臣の見解を伺いたい。

・新型万能細胞（iPS 細胞）研究や同細胞を活用した再生

医療研究に対し、今後どのような体制で支援を行うのか。

・科学技術の振興に向けて、産学官の連携をより一層進め

るための枠組みづくりを今後重点的に行うべきと考える

が如何か。

渡 辺 具 能君（自民）

・改正教育基本法に規定された、伝統と文化の尊重等の事

項を新学習指導要領に反映させるべきと考えるが如何か。

・どのような施策を通じて学校の管理運営体制を効果的な

ものにしようと考えているのか。また、新たに配置され

る主幹教諭にどのような役割を持たせるのか伺いたい。

・学校教育の中で最も重要なのは、教員が子どもに尊敬さ

れることであり、その観点から卒業式で「仰げば尊し」

を斉唱することを新学習指導要領に盛り込む必要がある

と思うが、大臣の見解を伺いたい。

馬 渡 龍 治君（自民）

・教育振興基本計画の策定に当たっての大臣の決意及び重

点化する目標について伺いたい。

・経営困難な学校もある私立高校の現状において、私学助

成を充実させる必要があると考えるが、大臣の見解を伺

いたい。

・環境教育が重要とされる中で、学校ビオトープ（学校の

敷地内に設けられた、地域在来の昆虫などが暮らすこと

ができる草地や池などの空間）の全国的な普及状況及び

今後の普及策について、文部科学省の見解を伺いたい。

富 田 茂 之君（公明）

・学習指導要領改訂に当たり、ゆとり教育や総合的な学習

の時間をどのように評価したのか、大臣の見解を伺いた

い。

・新学習指導要領の実施に当たっての学校現場への周知、

教員定数増など教育条件の整備について、どのように取

組んでいくのか、大臣の見解を伺いたい。

・就職できない法科大学院卒業生がいるなどの現状を踏ま

え、現在の法曹養成制度を見直していくべきと考えるが、

大臣の見解を伺いたい。

・法曹養成制度の見直しには現在の法科大学院の定員（74

校、約 5800 人）を削減する必要があると考えるがどうか。


